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那覇家庭裁判所委員会議事概要 

第１ 開催日時 

   令和７年１２月２４日（水）午後２時００分～午後４時００分 

第２ 開催場所 

   那覇家庭裁判所大会議室 

第３ 出席者（委員は五十音順、敬称略） 

   （委員）垣花聡、笠間毅、神谷早百合、斎藤実、﨑原正樹、崎間恒哉、柴田寿

宏、島洋子、原啓晋、宮里静香、村上尚子 

   （事務担当者）大跡事務局長、亀井首席家裁調査官、吉里首席書記官、塩平次

席家裁調査官、白石総務課長、山城総務課課長補佐 

第４ 議事 

 １ 開会宣言 

２ 委員自己紹介 

３ 委員長代理指名 

 ４ 前回の那覇家庭裁判所委員会の振り返り 

   総務課長から、前回の那覇家庭裁判所委員会の（テーマ：裁判所における採用

広報）での意見交換を踏まえた那覇家庭裁判所における取組状況について説明し

た。 

５ 意見交換 

⑴  意見交換テーマについての説明 

委員長は、「地域において家庭裁判所の果たすべき役割について」をテー

マとして意見交換を行うことを説明した。 

⑵  裁判所からの説明 

亀井首席家裁調査官が「沖縄県に関する統計資料」及び「家庭裁判所の統

計資料」並びに「沖縄地域の特徴」及び「地域の実情・特徴が事件処理に与

える影響」について、塩平次席家裁調査官が「少年事件の取組（教育的措置）

の紹介」についてそれぞれ説明を行った。 
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⑶  意見交換 

    今回のテーマについて、委員から次のとおり質問・意見等があった。 

（発言者の略記＝◎：委員長、○：委員、●：事務担当者） 

〇 

 本日配布された資料等を見ると、那覇家裁全体の数字は分かったが、各支部の繁

忙度や、職員・調停委員等は足りているのか気になった。地域ごとに課題がある

のか伺いたい。 

● 

 必要な人員は配置しているが、支部を含む那覇家裁管内は、家事・少年事件とも

に他県と比べ事件数が多く、特に本庁及び沖縄支部は庁の規模に比して事件数が

多いため、繁忙な状況にある。 

〇 

 酒害を考える教室について、対象者、人数及び頻度を伺いたい。 

● 

 飲酒の問題を抱える少年、例えば、お酒を万引きしたり、飲酒運転や飲酒がらみ

で事件を起こした少年等を対象として、年に２、３回程度、１回につき１０人程

度で１時間ないし１時間半程度をかけて行っており、集団での受講に適応可能な

少年を選定している。 

〇 

 沖縄地域の特徴として、飲酒に関する少年鑑別所のアンケートが紹介されていた

が、同アンケートは沖縄だけの独自のものか、全国的なものか。また、喫煙に関

しては、把握しているか。 

● 

 那覇少年鑑別所独自のものと聞いており、喫煙に関しては把握していない。 

〇 

 補導された少年を見ていると、沖縄では低年齢から煙草に手を染める例が非常に

多い。県外で勤務して、改めて沖縄の少年たちを見ると、沖縄の少年たちは、昔
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ながらの元気な印象があるが、県外の少年たちは表に出ないような悪いことをし

ているという印象がある。飲酒・喫煙が多い点や、犯罪が低年齢化しており再犯

率が多いという点は、昔から変わらず沖縄県の傾向として続いていると思う。 

しかし、最近は、沖縄県内の事件でも、笑気麻酔・エトミデートの使用や、空き

家から１億円を窃盗した事件があったほか、SNSでアイドルのコンサートチケット

を売却してネットカジノを利用する等、SNSやスマートフォンが普及して、少年た

ちの非行の傾向も変わってきていると感じる。 

〇 

 今日のテーマである少年事件や貧困については普段から市民として関心を持って

いる。私は企業の所属であり、企業は一義的には収益を上げることが大事だが、

合わせて社会課題の解決も重要な取組みだと認識している。 

地域全体で取り組まなければ、少年の貧困、非行問題については解決しないと考

えるため、地域住民や企業を巻き込んで、取組みを広げる活動が重要であると考え

ており、本日改めてその認識を持った。 

〇 

 沖縄では若年妊娠が多く、その子たちが必ずしも親になり切れないという状況が

連鎖を生んでいることが統計に表れていると感じる。 

家裁として、沖縄の少年の家庭環境やバックボーン、社会のありよう等について

分析、把握しているものがあるのか、また地域社会としてできることがあれば教え

てほしい。 

〇 

 裁判官として少年事件に関与している立場からすると、若年妊娠の事案が多いと

感じている。経済的な判断を含めて中絶すべきなのか、子を育てられる状況にあ

るのかといった重大な判断が必要であるが、家庭の関係がうまくいっていないた

め、親に相談できない少年が多い。 

● 

 若年妊娠は本当に多く、中学生で妊娠しても育てきれないと考えて中絶を行って
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いる例が多い。親の指導力が無い家庭の場合は、児童相談所等と連携を図ってい

かざるをえないと考えている。 

〇 

 教育委員会では、警察や地域と連携し、社会を明るくする運動、美らワークの取

組等を行っているが、その理念が届かない少年もいるため、地域とともに連携す

る必要があると考えている。 

〇 

 沖縄の犯罪少年は共犯率、再犯率が高く、事件の取調べをしていると別の事件で

名前が出ている少年が何らかの関与をしていることが多い。沖縄の特徴である地

域のつながりが強いことは良い面もあるが、非行を止めたいと思っていても周り

に引きずられてしまうといった悪い面もある。事件の取調べにおいても、もう犯

罪は行わないが、地域の友人との付き合いは切れないと聞くことがある。また、

若い成人と少年の共犯も多い印象である。 

地域全体の付き合いにおいて、コミュニティ全体で規範意識を高め犯罪を止める

という意識を植え付けることが大事であり、悪い人とは付き合わず勇気を持って関

係を断つ意識が必要と考える。 

少年への調査官からの説諭等の取組例などがあれば伺いたい。 

● 

沖縄では地域の結びつきが強く、少年たちは自分が捕まってもその後も付き合う

気であるため友達の名前は出さないなど、距離の近さが問題と考えている。端か

ら見ると利用されているようにしか見えない関係でもあるため、そういったこと

を少年自身が気づき、自身が納得して関係性を変えていくことができるように、

調査の過程で粘り強く話を聞いて気づいてもらえるようにしている。 

● 

沖縄県外では、地域を離れ別の場所で仕事をするなど逃げ場があるが、沖縄では

他県のように隣県で仕事をするということも難しく、仮に島を出ても、そこで溶

け込むことができず、沖縄の友達から連絡が来ると戻って悪さをすることも多い。 
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また、沖縄は車社会であり、友達も運転しているからと無免許運転を何回も繰り

返す少年が多く、免許を取れない期間が長くなって仕事探しに支障が生じるなど、

悪循環が生じている。 

〇 

 沖縄では、友達が原因で非行に走る少年が多いと考える。悪い交友関係を切るに

は、裁判官や調査官、検察官など複数の人から伝えていく必要があると考えてい

るところ、自分で関係を切る決断に持っていくのが理想だが、なかなか難しいの

が実情である。 

〇 

 沖縄では、人と人とのつながりが強いという特徴があり、友達が助けてくれたり

若年の出産についても親が助けてくれるなど良いところもあるが、その特徴が悪

い方に出ることもあると考える。 

若年妊娠の問題や飲酒に関わる問題も多く、エイサーなど地域のイベントにおい

ても大人が飲酒していることが多い。 

沖縄の地域性の強さを生かして、少年たちが集まる場所、例えば警察ＯＢや法律

関係の方を招いて勉強する場所や話ができる場所を作ることができればいいと考え

る。 

〇 

 警察でも、就労支援、学習支援、農業体験、スポーツ大会等の活動をしているが、

悪い交友関係を解消させることが課題であり、結果一人でも二人でも成果が出れ

ば良いのではないかと考えている。例えば、学習支援サポートで高校進学を考え

ていなかった子が後に進学したと報告してくれたときには、やって良かった、子

どもたちとの距離も近くなったと感じたことがある。また、地域で野球大会を行

い、地域の大人たちが子どもたちと汗をかきいろんな話をして触れ合っているこ

ともいい状況だと考える。継続して取り組んでいくしかないと考えている。 

〇 

 少年院との関係について、沖縄女子学園で保護犬を育てるプロジェクトを行った
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結果、再非行率が下がり、全国的にも先進的取組として紹介されている。他方、

被害者の気持ちを伝えるという心情伝達制度が２年ほど前から始まっているとこ

ろ、少年院の職員からすると不得手な分野であり、同制度の運用については不安

を感じていると聞く。裁判所と少年院との間で、少年への働きかけ等に関する連

携があれば教えていただきたい。 

● 

 少年院とは、毎年協議会や研究授業等に参加して連携を取っている。半年程度か

けて犬を育てる保護犬プロジェクトは、一人の少年しか対象として扱えないので

手間暇がかかると聞いているが、良い取組みだと思う。少年の問題点を改善する

に当たり、調査官が調べ考えたことを少年院に引き継いで処遇を行ってもらうこ

とが、連携として大事だと考えている。 

〇 

 調査官は、親や少年と話すことで沖縄の子や文化の特徴をよく把握していると感

じた。多様な機関が連携し、家裁から見た少年事件を様々な場面で外部に発信し

てほしい。 

◎ 

 今回は、連携というテーマが軸で話が進んでいたが、沖縄では少年は悪い方の連

携がある反面、大人たちの良い連携もあると思う。各機関が個別に頑張っている

ことも多いが、関係機関や地域とも、より連携を図って対応していくことが大事

だと考える。 

６ 次回テーマ 

「円滑なコミュニケーションのあり方」をテーマとして意見交換を行うことと

なった。 

７ 次回開催期日 

      令和８年７月１５日（水） 

８ 閉会宣言 


